
雪室から⽣み出される兵庫・但⾺の地域性を基盤とした新しいビジネスの創造

談のきっかけ
雪室の特許を活⽤したビジネスを作りたい
雪室を活⽤したビジネスを進める前提として、貯蔵する産品の品質
試験を⾏ってきた。雪室で貯蔵したジャガイモについて、その糖度が変
化しうまみ成分が増加することが実験で判明したことから、他の野菜等
でも実験を⾏っているが、これらの知⾒を権利化すると共に、雪室の特
許を活⽤したビジネスに取組みたいと考えた。

雪室に関する特許を取得したい
当社は建設業を営んでいるが、新しいビジネスの枠組みを検討してお
り、当社と豊岡市で雪を利⽤した天然貯蔵庫（雪室）を共同開発し
た。この雪室における貯蔵庫内を⼀定温度に保つための技術的特徴
について特許を取得したいと考えていたが、窓⼝より特許活⽤の提案を
受け、⽀援を受けることにした。

相

題と⽀援の内容
⽀援のポイントと活⽤した専⾨家

事業戦略
• 新規ビジネスモデル設計、ターゲット顧客、事
業パートナー要否検討について⽀援を⾏う。

• 収益モデル、取扱商品の妥当性についての
⽀援を⾏う。

• 他社との⽐較による差別化要因、⾃社商
品の提供価値や⾃社の強みについて⽀援
を⾏う。

• 競争優位なブランド要素の洗い出しについ
て⽀援を⾏う。
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• ⾃社商品の価値や強みの⾔語化、顧客に
伝えるための販売促進⽤ツールに関する⽀
援を⾏う。

知財戦略
• 貯蔵庫事業を強化するため特許、商標、
意匠による知財ミックスについて⽀援を⾏う。

• パートナー、顧客への契約内容について⽀
援を⾏う。

ブランド
専⾨家
デザイ
ナー

弁理⼠
デザイ
ナー
弁護⼠

課

付加価値の
創出

リーダー︓ 押久保 政彦（弁理⼠・ブランド専⾨家）
⽀援担当者︓ 熊⾕ 親徳（兵庫県知財総合⽀援窓⼝）

⻑の⽀援成果についてのコメント社
当社の雪室を活⽤した新しいビジネスモデルができ、雪室三年古酒とし
て実際に営業活動を⾏った結果、顧客との契約もできました。当社の雪
室で貯蔵する産品の付加価値を明確にし、顧客や事業パートナーへ適
切に伝えることができたと考えています。また特許のみならず事業で必要
な他の知的財産も創出できたことから、事業を更に推進していきたいです。
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企 業概要 ■社名︓株式会社中村建設ナカフサ（兵庫県）
■従業員数︓41⼈ ■資本⾦︓4千万円 ■売上⾼︓約7.5億円
■事業内容︓建設⼯事⼀式・⼟⽊⼯事業

天然貯蔵庫の雪室

■知的財産︓特許2件、商標3件

http://www.nk-nakafusa.co.jp/

• 雪室での熟成する商品の機能的な価値と但⾺の事
業パートナーとの連携することで、地域性を活かした
新たな付加価値を創出できた。

• 提供価値を⾔語化した販売促進⽤チラシ、古酒⽤
瓶、エンブレムの準備が整った。

• 雪室の技術的特徴について特許取得し、新ビジネス
上必要となる知財のうち商標についても出願済。各
種契約書の準備もできた。

• 雪室で古酒を貯蔵することで熟成を促すと同時に、
地域性を打ち出した新ビジネスモデルが構築できた。


